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 概 要  
 

住民自らが創意工夫し、企画・実践するむらづくり事業を実施する団体等へ、20 万円を

限度として助成金を支給する。 
 
 

 選定理由  
 

（青森県コメント） 

むらづくり基本条例の理念を具体化した事業であり、制度を活用しながら、住民との協

働や住民自治を推進していくことを期待したい。 
 
 

背景 
 

平成 19年 7月に施行した「佐井村むらづくり基本条例」の理念に基づき、地域資源を活

かした産業・文化の創出と地域活動の維持及び事業化の取組について、その経費の一部を

予算の範囲内において助成することにより、課題解決に向けた継続的な地域づくりを促進

することを目的とする。 
 
 
 
 
 
 

青森県 佐井村 
 

人口：２,６２２人 
 

面積：１３５.０３㎢ 
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具体的内容 
 

～あなたの思いをむらづくりに活かしませんか～  

住民の皆さんが日頃から考えている、地域資源を活かしたコミュニティ事業や、地域活

動の活性化、地域課題の解決に向けた取組に対して、経費の一部を助成します。とのフレ

コミで広報し事業を募集した。 

 

【平成 20年度予算】 

 2,000千円（200 千円×10団体） 
 

【平成 20年度応募採択状況】 

 応募団体数 9 団体 

 採択団体数 8 団体 

 助成総額  1,582 千円 
 

【事業・採択団体】 

 ・水産物販路拡大事業（佐井村漁業協同組合） 

 ・原田八幡宮周辺環境整備事業（原田地区会） 

 ・古佐井川水と花環境推進事業（川原町町内会） 

 ・矢越地区生活改善センター整備事業（矢越地区会） 

 ・サマーナイトステージ inしおかぜ事業（潮風協同組合） 

 ・サマービアガーデン 2008事業／出張なんでも鑑定団 inさい事業（佐井村商工会） 

 ・佐井村ウニまつり事業（佐井村観光協会） 

 ・アルサスイルミネーション事業（アルサス活性化協議会） 

 
 

取組中の課題・問題点 
 

公共施設等の維持管理については、財政的な理由などから村直営で行っていたが、人的

及び時間的に対応が難しい状況にあった。しかし、本事業を活用した地域の取組により、

適正な維持管理が図られるものもあり、住民サービスが向上すると考えている。 
初年度は、現在まで予算を消化しきれていないので、今後は、より広報活動を工夫して

本事業の周知徹底を図り、取組を拡大していく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫点 
 

助成金対象事業の選考等を行うため、住民代表者や公募委員、有識者５名で組織する「選

考会」を置いて、事業の内容審査等の査定を行った。 
 
 

効果 
 

住民がやりたい新規のイベント等が、地域住民主体で行われたことに意義がある。今後

の更なる活動が期待される。 
 これまで、行政に要望していたことを、地域住民自らが創意工夫し実践することにより、

迅速にまた効率的に実施することができ、村財政の負担が軽減し他の業務等に充当できる。 
 
 

 



住民（職員）の反応・評価 
 

これまで、行政に頼りっぱなしだった地域住民が、自らのアイデアで地域をより良くし

ていくための事業に取り組み始めたことにより、自主性が高まった。 

 
 

フォローアップ 
 

新年度は、他団体事業の紹介等を含めた広報広聴活動を強化して、新規事業を吸い上げ

ていく。 
 
 

今後の課題 
 

今後、事業を拡大していくに当たっての財源確保が厳しい。 
より効率的、効果的な事業としていくため、事業内容について審査する「選考会」にお

いて、応募団体のプレゼンテーション等を行うことができないか検討している。 
 
 

アドレス 

 
http://www.sai.e-shimokita.jp/occ/main.php?am=infobase&fm=view&no=79&ca=nocache 
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